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研究成果の概要（和文）：OJAD（Online Japanese Accent Dictionary）は、申請者らが2009年から開発し、
2012年から現行の形で運用する、任意のテキストのアクセント・イントネーションを視覚的・聴覚的に呈示する
国内外で唯一の日本語音声学習ができるEラーニング・リソースである。本研究では、従来個人使用の多かった
OJAD活用法から、一般的な教育カリキュラムで体系的に音声教育の導入を行うためのOJAD活用法の確立を目指し
た。OJADを活用した音声教材の開発、教育実践を行いながら、その教材作成方法、教育実践方法を公開・提案し
た。

研究成果の概要（英文）：OJAD(Online Japan Accent Dictionary; http://www.gavo.t.u-tokyo.ac.jp/ojad/) 
is an e-learning resource that presents the accent and intonation patterns of arbitrary text 
visually and aurally to assist Japanese speech learning. A team of researchers on this topic began 
developing OJAD in 2009 and began operating it in its current form in 2012. This research aimed to 
expand OJAD usage methods, which have mainly involved personal use, and to establish OJAD usage 
methods for implementing systematic speech education in general educational curricula. It developed 
speech-teaching resources and put into practice education that made use of OJAD, while publishing 
and proposing methods for creating the teaching materials and putting the education into practice.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究によって、日本語教育への音声教育の導入法および教材作成方法を示したことにより、従来から学習者の
ニーズが高いものの体系的な音声教育に困難を抱えていた国内外の教育機関にOJADを活用した音声教育の指針を
示すことが可能となった。これにより、様々な教育機関に応じた音声教育の実現が容易になり、OJADを活用した
教育実践が広がっている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
OJAD は、申請者らが 2009 年から開発し、2012 年から現行運用している、無償でインターネッ
ト上にて利用できる Eラーニング・リソースである。任意のテキストを読み上げる際の抑揚の制
御を視覚的・聴覚的に提示する唯一の音声学習インフラとして世界中の学習者から支持を得て
いる。教師不在でも自律的に音声学習が進められることは利点であるが、教育機関での音声教育
を支援する教材としても活用できる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、従来個人使用の多かった OJAD 活用法から、一般的な教育カリキュラムで体系的
に音声教育の導入を行うための OJAD 活用法の確立を目指し、OJAD を活用した音声教材の開発、
教育実践を行いながら、その教材作成方法、教育実践方法を公開・提案した。 
 
３．研究の方法 
(1)教材の開発 
OJAD（www.gavo.t.u-tokyo.ac.jp/ojad/;東京大学大学院工学系研究科峯松研究室運営）を活
用し、既に出版され指導法も確立している教科書『初級日本語』『中級日本語』（東京外国語大
学留学生日本語教育センター編著、凡人社）に準拠する音声教材を作成した。  
教材は、テキスト本文、漢字・語彙に OJAD で描画したピッチパタンを貼り付け、本文や漢
字・語彙の読み上げに必要な韻律情報（アクセント・イントネーション）を視覚呈示した。 
日本語教材以外にも、専門科目教員と連携し、数学・化学教材の漢字・語彙にも韻律情報を
合成音声とともに付与した教科書準拠の副教材を作成した。 
 
（2）教材の使用 
 上記を紙教材、PPT などの電子教材、ビデオ教材にし、学習管理システム（LMS）に載せ、教
育機関の授業および学習者の自律学習に利用した。教材利用法の講習会、学習効果・利用しや
すさに関するインタビュー・アンケート調査を行い、ユーザ利用の拡大とともに教材の有効性
を示す評価結果が得られた。 
 
（3）教材・教材作成方法の公開、教材使用効果の提示、教育実践方法の提案 
 教材や教材作成方法について日本語教育関連の研究会で発表し、国内外の機関の教育実践者
らに公開した。また学習者の韻律自然性向上のための OJAD 活用法に関する学会誌論文を発表
し、OJAD 活用効果の提示、教育実践方法の提案を行った。 
 
４．研究成果 
 
日本語教育への音声教育の導入法および教材作成方法を示したことにより、従来から学習者
のニーズが高いものの体系的な音声教育に困難を抱えている国内外の教育機関に OJAD を活用し
た音声教育の一指針を示すことが可能となった。これにより、各教育機関に応じた音声教育の実
現が容易になり、OJAD を活用した教育実践が広がりつつある。以下、年度毎の成果を示す。 
 
 2016 年度は、出版物を通じて指導法も認知される日本語教科書『初級日本語』（凡人社）に準
ずる音声教材として 1)会話用 PPT と 2)単語リストの電子教材を作成し、日本語のアクセントと
イントネーションの情報を「見える化」した。 
 
 2017 年度は、『中級日本語』に準ずる音声教材も作成し、教材は学習管理システム(LMS)に載
せ、段階に応じて音声学習が継続的・自律的にも行いやすくした。成果は 2017 年度の日本語教
育方法研究会（JLEM)にて報告し、教材作成方法を公開・共有した[1]。さらに、日本語以外に専
門科目教員とも連携し、数学・化学語彙の音声教材を作成した。  
 
 2018 年度は、数学語彙教材作成の成果を日本語教育学会春季大会にて発表し[2]、また、『中
級日本語』の音声教材作成の成果を JLEM にて発表した[3]。また、プレゼン授業での OJAD 活用
を組み込んだ授業実践について日本語／日本語教育研究会にて報告した[4]。教材の充実と教材
講習会により、教育機関におけるユーザが大幅に増加し、アンケートおよびインタビューによっ
て開発教材の有用性が確認された[5][6]。 
 
 2019 年度 4 月には論文が学会誌に掲載され、OJAD 使用法と効果を示した[7]。教育機関で初
級、中級レベルの日本語授業および自律学習に利用できる一連の音声教材を作成し、加えて、作
成手法を専門科目の語彙学習教材にも適用した。さらに、研究成果の発表により、他機関でも
OJAD を利用した音声教材が作成されるようになった。2020 年度以降は中国の教育機関での使用
を予定している。それに伴い疑問詞疑問文・真偽疑問文の中国語話者のイントネーションの表現
に焦点を当てた調査も行い、基礎研究も深めつつあり[8][9][10][11]、課題終了後も継続的に研
究課題に取り組んでいく予定である。 
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